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はじめに 

 
2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災により、我が国のエネルギー政策を巡る状況

は一変した。2013 年１月、政府は責任あるエネルギー政策の構築に向けたゼロベースでの

見直しを開始し、再生可能エネルギーについては、その導入に向けて 3 年間最大限取り組

むこととされているものの、定量的なエネルギーミックスの見通しは依然として明確にな

っていない。 
一方において、地球温暖化問題については、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）に

おいて、人間活動が 20 世紀半ば以降に観測された温暖化の支配的な要因である可能性がき

わめて高く、今世紀末には世界平均地上気温が 1986～2005 年平均と比べて 0.3～4.8℃上昇

する可能性が高いとされた。2015 年には、温室効果ガス削減等のための 2020 年以降の世

界全体の法的枠組みの採択が予定されており、2015 年第 1 四半期までに、準備ができる国

は新枠組みへの貢献（削減目標）案を提示することが求められている。 
我が国においても、2050 年温室効果ガス 80％削減という長期目標（2012 年 4 月 27 日に

閣議決定された第 4 次環境基本計画における目標）と整合的な中期目標を設定することが

必要であり、その中でも、再生可能エネルギーの導入拡大は中心的な課題となる。 
 
環境省においては、2008 年度以降、低炭素社会構築のための再生可能エネルギー普及方

策の検討を継続的に実施しているところであるが、上記のような背景を受け、本業務では、

中長期的な再生可能エネルギーの普及見通しについての定量的な検証と普及を実現させる

ための方策をとりまとめることを目的とする。今年度は、3 か年事業の 2 年目に位置付けら

れる。 
 
脱原発依存という方針の下で、平時に国産エネルギーを確保し、緊急時にも必要最低限

のエネルギーを得るために、環境・防災・エネルギー安全保障の観点から国内技術を活か

した再生可能エネルギーの戦略的な普及を推進していくことが必要となっている。中長期

的にどの程度まで野心的な導入が可能かについての定量的な検証を行い、普及のための障

壁、障壁を乗り越えるための方策を検討する。 
また、分散型エネルギーである再生可能エネルギーの普及を進めるためには地域でのエ

ネルギー自立に向けた取組を振興していく必要があり、その方策についても検討を行う。 
 
なお、本業務においては、「2050 年再生可能エネルギー等分散型エネルギー普及可能性検

証検討会」及び「地域における再生可能エネルギービジネス振興方策等検討作業部会」を

設け、検討を行った（委員構成は次ページ参照）。 
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